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よ
う
こ
そ
船
場
へ

　

船
場
は
豊
臣
秀
吉
の
壮
大
な
都
市
計
画
の
中
で
誕
生

し
、
長
い
歴
史
の
中
で
栄
枯
盛
衰
を
経
験
し
な
が
ら
も
常

に
大
阪
の
経
済
や
文
化
の
中
核
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。 

昔
な

が
ら
の
整
然
と
し
た
格
子
状
の
街
路
を
保
ち
つ
つ
さ
ま
ざ

ま
な
先
進
的
な
ま
ち
づ
く
り
も
進
ん
で
い
ま
す
。 

歴
史
と

伝
統
が
息
づ
く
泰
然
た
る
ま
ち
な
み
の
中
で
今
を
生
き
る

人
々
の
活
気
あ
る
営
み
に
も
出
逢
え
ま
す
。 

そ
ん
な
船
場

を
よ
り
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
私
ど
も
は
毎
年
こ
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
制
作
し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
メ
イ
ン
テ
ー

マ
を「
船
場
の
音
楽
」と
し
ま
し
た
。 

さ
あ
、今
日
か
ら

あ
な
た
も
船
場
人
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手
に
船
場
の
ま
ち
を
散
策
し
、そ

の
魅
力
と
素
顔
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
私
ど
も
に

と
っ
て
こ
れ
に
勝
る
歓
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

集
英
地
域
活
動
協
議
会　

船
場
倶
楽
部  

特
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場
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楽

  

「
船
場
」
と「
音
楽
」
に
何
の
関
係
が
?
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。著
名
な
音
楽
ホ
ー
ル
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
船
場
に
は
音
楽
が
流
れ
て

い
る
。毎
年
秋
に
催
さ
れ
る「
大
阪
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
で
は
、御

堂
筋
沿
い
を
は
じ
め
街
区
の
企
業
や
ホ
テ
ル
、銀
行
な
ど

で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
る
。神
社
の
境
内
で
は
地
域

の
音
楽
団
体
の
音
楽
会
が
催
さ
れ
、音
楽
で
交
流
を
広
げ

て
い
る
。街
中
に
流
れ
る
音
楽
も
あ
れ
ば
、人
か
ら
人
へ
と

時
代
を
超
え
て
流
れ
る
音
楽
の
精
神
も
あ
る
。明
治
･
大

正
時
代
に
は
幼
稚
園
や
小
学
校
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
設

置
さ
れ
、子
ど
も
の
時
か
ら
音
楽
に
ふ
れ
る
環
境
が
つ
く

ら
れ
た
。同
時
代
に
楽
器
店
が
誕
生
し
、音
楽
学
校
が
設

立
さ
れ
た
。音
楽
は
い
つ
も
身
近
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
ジ
ャ

ズ
も
。大
阪
の
ジ
ャ
ズ
は
大
正
時
代
、北
浜
に
あ
っ
た
レ
ス

ト
ラ
ン
で
の
演
奏
が
最
初
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
邦
楽
も
あ

る
が
、そ
れ
は
別
の
機
会
に
。今
回
は
西
洋
音
楽
を
取
り

上
げ
た
。現
在
の
船
場
に
は
ど
ん
な
音
楽
が
流
れ
て
い
る

の
か
、音
楽
を
奏
で
る
人
、つ
な
ぐ
人
に
話
を
聞
い
た
。
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地
域
に
貢
献
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

御
堂
筋
に
面
し
た
三
菱
U
F
J
銀
行
大
阪
ビ
ル
。

品
格
あ
る
1
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
で
催
さ

れ
る
、
月
1
回
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が
人
気

を
呼
ん
で
い
る
。

　
「
ビ
ル
は
、御
堂
筋
の
高
さ
制
限
撤
廃
後
の
新
基
準

で
建
っ
た
第
1
号
で
、
竣
工
し
た
2
0
1
8
年
か
ら

早
速『
大
阪
ク
ラ
シ
ッ
ク
』を
は
じ
め
、
地
元
の
団
体

の
皆
さ
ま
か
ら
、
使
い
た
い
と
お
声
が
け
い
た
だ
き

ま
し
た
」と
総
務
部
の
菊
池
真
さ
ん
。

　
「
2
0
2
2
年
か
ら
は
場
の
提
供
だ
け
で
な
く

M
U
F
G
主
導
で
催
し
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」と
社
会
貢
献
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
を
担
当
す

る
長
谷
川
照
世
さ
ん
。
日
本
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
と

連
携
し
、「
大
阪
ク
ラ
シ
ッ
ク
」に
参
加
す
る
4
楽
団

か
ら
演
奏
家
を
招
き
、
マ
ン
ス
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
始
。

「
コ
ロ
ナ
で
演
奏
の
機
会
を
な
く
し
た
音
楽
家
と
、聴

く
機
会
を
な
く
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
、
双
方
に
喜
ば

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
」と
小
林
紗
友
里
さ
ん
。

「
会
社
帰
り
の
方
や
、ベ
ビ
ー
カ
ー
で
お
子
様
連
れ
の

方
に
も
気
軽
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」と
長
谷

川
さ
ん
。
大
阪
ビ
ル
管
理
室
の
長
野
ゆ
か
り
さ
ん
は

「
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
徐
々
に
増
え
て
、ス
テ
ー
ジ
の

場
所
や
椅
子
の
配
置
は
、試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
」

と
い
い
、今
の
レ
イ
ア
ウ
ト
で
よ
う
や
く
安
定
し
た
。

　
「
音
楽
・
伝
統
芸
能
・
教
育
を
柱
に
、大
阪
の
文
化
を

発
信
し
て
い
き
た
い
」と
い
う
長
谷
川
さ
ん
。
コ
ン

サ
ー
ト
も
、今
後
の
催
し
も
楽
し
み
だ
。

若
い
有
能
な
音
楽
家
と
街
を
つ
な
ぐ

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
リ
ン
ク（
関
西
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
リ

ン
ク
協
会
）は
、
音
楽
で
人
と
人
、
人
と
場
を
つ
な
ぐ

活
動
を
展
開
。
既
存
の
場
所
と
連
携
し
、
若
い
有
能

な
音
楽
家
を
支
援
し
て
い
る
。
設
立
は
2
0
1
0
年
。

「
き
っ
か
け
は
、音
楽
を
趣
味
で
習
っ
て
い
る
人
た
ち

と
数
年
に
わ
た
り
開
催
し
た
自
主
ラ
イ
ブ
。
そ
の

後
、
バ
ッ
ク
演
奏
を
お
願
い
し
た
音
大
生
た
ち
が
プ

ロ
と
し
て
羽
ば
た
く
の
を
見
て
、設
立
を
決
め
た
」と

代
表
理
事
の
玉
野
淳
さ
ん
。
副
理
事
の
元
氏
誠
さ
ん

と
連
名
の
設
立
宣
言
に
は「
素
敵
な
音
楽
が
い
つ
も

満
ち
溢
れ
、こ
こ
ろ
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
、そ
ん
な
豊

か
な
人
生
の〝
場
〞を
と
も
に
創
ろ
う
」と
あ
る
。

　

玉
野
さ
ん
は
税
理
士
、
元
氏
さ
ん
は
都
市
計
画
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。「
素
人
集
団
」と
い
う
玉
野
さ
ん
た

北原さとみさん　ピアニスト、
イベントコーディネーター。「谷
町・本町キッズポップフィル
ハーモニー楽団」応援団長。
2013年にNPO法人音楽文化
芸術振興会、2016年「谷町
キッズポップフィルハーモニー
楽団」の立ち上げに関わる。

三谷直子さん　ざまさん音楽
会実行委員。「せんば鎮守の杜
音楽祭・芸術祭」の実行委員か
ら引き続き有志として参加。出
演団体との交渉や、会場の調
整など、船場の人 と々つながり
ながらイベントを実施。

玉野淳さん　一般社団法人関
西ミュージックリンク協会代表
理事。船場中央税理士法人代
表社員。船場にあった集英小
学校、船場中学校出身。ミュー
ジックリンクの活動は10年を
超え、アーティストとのつながり
がますます広がっている。

株式会社三菱UFJフィナンシャル・
グループ 経営企画部ブランド戦略
グループの長谷川照世さん（右下）
と同所属調査役の小林紗友里さん
（右上）。株式会社三菱U F J銀行
総務部調査役の菊池真さん（左
下）、同大阪ビル管理室課長の長
野ゆかりさん（左上）。

 

三
菱
U
F
J
銀
行
大
阪
ビ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

M
U
F
G
マ
ン
ス
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

街
角
の
音
楽

船
場
の
ま
ち
は
一
見
す
る
と
、無
機
質
な
ビ
ジ
ネ
ス
街
だ
が
、

音
楽
で
潤
い
を
、音
楽
で
つ
な
が
り
を
、音
楽
で
豊
か
さ
を
、と

活
動
す
る
人
が
い
る
。
そ
し
て
街
角
に
音
楽
が
流
れ
だ
す
。

ち
は
、
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
を
手
が
け
て
き
た
。「
船
場

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
も
そ
の
一
つ
。
2
0
1
5

年
、
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
綿
業
会
館
な
ど
9

会
場
で
22
組
が
出
演
す
る
一
大
フ
ェ
ス
を
開
催
し
た
。

　

現
在
、
御
堂
筋
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
綿

業
会
館
へ
の
コ
ン
サ
ー
ト
協
力
を
通
じ
、
関
西
の
明

日
を
担
う
音
楽
家
を
支
援
し
て
い
る
。

音
楽
を
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
糧
に

　
「
本
町
キ
ッ
ズ
ポ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
楽
団
」

は
、
小
学
生
と
中
学
生
で
構
成
さ
れ
た
楽
団
。

2
0
2
3
年
夏
、
楽
器
が
未
経
験
の
6
名
と
、
以
前

か
ら
活
動
し
て
い
た「
谷
町
キ
ッ
ズ
」か
ら
移
籍
し
た

3
名
の
計
9
名
で
活
動
を
開
始
し
た
。

　

拠
点
は
東
横
堀
川
の
水
辺
に
建
つ
ス
ペ
ー
ス「
β

本
町
橋
」。
子
ど
も
た
ち
に
楽
器
の
演
奏
指
導
を

行
っ
て
い
る
講
師
は
現
在
4
名
。
さ
ら
に「
応
援
団

長
」で
あ
る
北
原
さ
と
み
さ
ん
が
、ス
テ
ー
ジ
活
動
や

社
会
活
動
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
は
好
き
な
楽
器
が
選
べ
、
貸
し
出
さ

れ
た
楽
器
は
自
宅
へ
の
持
ち
帰
り
も
可
能
。

「
ま
ず
は
楽
器
を
大
切
に
扱
う
こ
と
を
学
び
ま
す
。

合
奏
に
よ
っ
て
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
知

り
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
や
楽
し
さ
も
、音
楽
と

一
緒
に
感
じ
て
ほ
し
い
」と
北
原
さ
ん
。

　
「
谷
町
キ
ッ
ズ
」は
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り

な
ど
で
演
奏
活
動
を
し
て
き
た
が
、「
本
町
キ
ッ
ズ
」

に
も
出
演
依
頼
が
多
数
き
て
い
る
そ
う
。

「
船
場
の
歴
史
あ
る
建
物
や
街
角
で
演
奏
す
る
こ
と

は
、心
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」

地
元
の
音
楽
団
体
の
発
表
の
場

　

久
太
郎
町
に
あ
る「
坐
摩
神
社
」の
、「
坐
摩
」は「
い

か
す
り
」と
読
む
の
が
正
し
い
が
、「
ざ
ま
」さ
ん
と
地

元
の
人
は
呼
ぶ
。
坐
摩
神
社
で
2
0
2
2
年
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
音
楽
会
は
呼
び
や
す
く「
ざ
ま
さ
ん
音

楽
会
」と
名
づ
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
音
楽
会
の
前
身
は
、
2
0
0
5
年
か
ら
毎
年

10
月
、同
じ
く
坐
摩
神
社
で
開
催
さ
れ
て
き
た「
せ
ん

ば
鎮
守
の
杜
芸
術
祭
」。
昼
は
地
元
音
楽
団
体
に
よ

る「
音
楽
祭
」、
夜
は
オ
ペ
ラ
&
バ
レ
エ
の
か
が
り
火

コ
ン
サ
ー
ト
の「
芸
術
祭
」と
い
う
2
部
構
成
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
し
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
開
催
は
休
止
と
な
っ
た
。　

　

し
か
し
、な
ん
と
か
そ
の
火
を
つ
な
ご
う
と
、こ
れ

ま
で
の
実
行
委
員
会
有
志
と
出
演
団
体
が
集
ま
り
、

昼
の
部
を「
ざ
ま
さ
ん
音
楽
会
」と
し
て
再
ス
タ
ー
ト

し
た
。
2
0
2
3
年
に
は
第
2
回
を
開
催
。
出
演
団

体
は
開
平
小
学
校
生
涯
学
習
ル
ー
ム
女
声
コ
ー
ラ

ス
、ク
ラ
ボ
ウ
マ
ン
ド
リ
ン
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
、大
阪
ガ

ス
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
、
相
愛
高
等
学
校
音
楽
科
な

ど
、約
10
組
。

　
「
演
奏
者
同
士
の
つ
な
が
り
や
、観
客
と
の
交
流
が

生
ま
れ
る
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
」と
実
行
委

員
の
三
谷
直
子
さ
ん
。

御
堂
筋
や
船
場
の
イ
ベ
ン
ト
に
協
力

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
リ
ン
ク

会
場
は
坐
摩
神
社
の
境
内

ざ
ま
さ
ん
音
楽
会

MUFGマンスリーコンサート
毎月、月末近くの平日17:30開場、18:00スタート。解説付
きで30分ほどのプログラム。入場無料。座席は100席、演奏
が間近で楽しめる。伏見町3丁目5-6　map　

本町キッズポップフィルハーモニー楽団
８月「β本町橋」で入団式が行われた。講師は稲本愛歌さ
ん、要枝三里さん、植田琴巳さん、神庭真捺さん。子どもたち
の楽器はトランペット、フルート、サックス。　map

まちかどコンサート in いちょうテラス淀屋橋
御堂筋まちづくりネットワーク主催の催しに関西
ミュージックリンク協会が協力。プロストリートギタリ
ストのCHUTAさんが演奏を披露した。2022年6月。
map

ざまさん音楽会
境内の北側に五つの末社が並び、東西に長い拝所がある。
演奏はその拝所の前で行われる。久太郎町４丁目渡辺３号
map

 

βベ
ー
タ

本
町
橋
を
拠
点
に
活
動

 

本
町
キ
ッ
ズ

 

ポ
ッ
プ
フ
ィ
ル

 

ハ
ー
モ
ニ
ー
楽
団



大阪ガスビル8階にある欧風レストラン「ガス
ビル食堂」で、毎月開かれている「テレマン・ラ
ンチコンサート」。食事のあと、音楽を楽しむ。
ガスビル食堂
平野町4丁目1-2 ガスビル南館8階
11:30～21:30（LO20:30）
土日祝休　06-6231-0901　map
（御霊神社 map　 ）

船
場
の
音
楽
人

全
国
的
に
活
躍
す
る
、船
場
に
縁
の
音
楽
人
に
ご
登
場
願
っ
た
。

大
塚
善
章
さ
ん
は
ジ
ャ
ズ
、延
原
武
春
さ
ん
は
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
と
、

ジ
ャ
ン
ル
は
違
え
ど
、楽
し
い
音
楽
の
場
を
広
げ
て
い
る
。
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卒
寿
に
し
て
現
役
!
ジ
ャ
ズ
界
の
重
鎮

　

大
塚
善
章
さ
ん
は
2
0
2
4
年
に
卒
寿
を
迎
え

る
。
89
歳
で
現
役
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
い
う
の

は
世
界
中
を
見
渡
し
て
も
希
有
な
存
在
だ
。
し
か
も

2
0
0
3
年
か
ら「
N
P
O
法
人
関
西
ジ
ャ
ズ
協
会
」

の
会
長
を
務
め
る
ジ
ャ
ズ
界
の
重
鎮
で
も
あ
る
。

　

中
学
時
代
に
ジ
ャ
ズ
が
好
き
に
な
り
、
高
津
高
校

時
代
に
バ
ン
ド
活
動
を
開
始
。
在
学
中
に
同
校
の
校

歌
を
作
曲
し
て
い
る
。
や
が
て
テ
レ
ビ
の
全
国
ネ
ッ

　
テ
レ
マ
ン
の
音
楽
と
精
神
を
伝
え
る

　

テ
レ
マ
ン
は
後
期
バ
ロ
ッ
ク
を
代
表
す
る
ド
イ
ツ

の
作
曲
家
。
延
原
武
春
さ
ん
は
テ
レ
マ
ン
に
魅
せ
ら

れ
1
9
6
3
年
、
日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
を
設
立
。
室

内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
室
内
合
唱
団
を
率
い
、「
定
期
演

奏
会
」の
関
西
公
演
を
初
期
は
御
堂
会
館
な
ど
、近
年

は
大
阪
市
中
央
公
会
堂
で
、ま
た「
マ
ン
ス
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」を
長
く
大
阪
倶
楽
部
で
主
催
し
て
い
る
。

2
0
2
3
年
、結
成
60
周
年
を
迎
え
た
。

　

テ
レ
マ
ン
は
生
涯
で
5
0
0
0
以
上
の
作
品
を
残

し
、
宮
廷
や
教
会
だ
け
で
な
く
市
民
の
た
め
に
も
多

く
の
曲
を
作
っ
た
と
い
う
。
そ
の
精
神
は
延
原
さ
ん

自
身
と
重
な
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
た
と
え
ば
、
延
原

さ
ん
が
最
近
始
め
た「
ア
フ
タ
ー
ラ
ン
チ
コ
ン
サ
ー

ト
」は
、ガ
ス
ビ
ル
食
堂
で
の
ラ
ン
チ
と
１
時
間
ほ
ど

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
企
画
。
中
に
は

食
後
、
御
霊
神
社
の
儀
式
殿
に
移
動
し
て
公
演
を
鑑

賞
す
る
特
別
企
画
も
。
延
原
さ
ん
の
音
楽
に
対
す
る

姿
勢
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
街
で
音
楽
の
楽
し
さ
を
重

視
し
た
テ
レ
マ
ン
の
理
念
に
も
通
じ
る
。

船
場
と
共
に
あ
っ
た
テ
レ
マ
ン
協
会

　

延
原
さ
ん
と
船
場
の
街
と
の
関
わ
り
は
、
な
ん
と

音
楽
キ
ャ
リ
ア
の
最
初
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

「
親
戚
が
御
霊
神
社
の
参
道
で
バ
ー
を
経
営
し
て
い

た
ん
で
す
。
私
は
そ
こ
に
学
生
時
代
か
ら
出
入
り
し

ト
の
番
組
に
も
頻
繁
に
出
演
す
る
人
気
者
と
な
っ
た
。

　
「
僕
は
上
本
町
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
が
、80
年
代

に
大
手
通
に
居
を
構
え
た
時
は
、
あ
あ
船
場
の
近
く

に
戻
っ
て
き
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、

僕
の
祖
父
が
愛
日
小
学
校
＊
の
出
身
な
ん
で
す
」

　

曾
祖
父
の
大
塚
磨
氏
は
熊
本
出
身
で
大
阪
商
船
の

社
長
と
な
っ
た
人
物
。
そ
の
長
男
の
惟
明
氏
は
南
海

電
気
鉄
道
の
社
長
。
次
男
の
文
蔵
氏
が
善
章
さ
ん
の

祖
父
で
、
そ
の
息
子
で
あ
る
父
、
桂
蔵
氏
は
歯
科
医

だ
っ
た
と
い
う
。
船
場
を
代
表
す
る
財
界
人
が
、
大

塚
さ
ん
の
家
系
の
ル
ー
ツ
だ
っ
た
の
だ
。

街
を
音
楽
で
盛
り
上
げ
た
い

　

1
9
8
4
年
以
降
は
大

阪
を
テ
ー
マ
と
し
た
ピ
ア

ノ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト『
上
町

台
地
』を
発
表
。
パ
ー
ト

ナ
ー
の
紀
平
真
理
さ
ん
は

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、
東
横

堀
川
水
辺
再
生
協
議
会

「
e

－

よ
こ
会
」の
役
員
で

も
あ
り
、
ま
ち
を
活
性
化

さ
せ
る
取
り
組
み
に
も
尽

て
い
て
、1
9
6
7
年
ご
ろ
一
時
、店
を
預
か
る
機
会

を
得
て
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
を
置
い
て
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の

聴
け
る
店
に
し
ま
し
た
。
当
時
は
大
阪
テ
レ
マ
ン
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
と
し
て
活
動
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
手
探

り
状
態
。
商
業
的
な
成
功
を
目
指
す
と
い
う
よ
り
実

験
的
な
試
み
で
し
た
」

　

当
時
の
日
本
で
は
、
そ
の
よ
う
な
音
楽
の
楽
し
み

力
し
て
い
る
。

　
「
e

－

よ
こ
会
」が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト「
e

－

よ

こ
逍
遥
」で
は「
堺
筋
の
J
A
Z
Z
の
風
」と
題
し
た

コ
ン
サ
ー
ト
を
、
2
0
1
6
年
か
ら
堺
筋
沿
い
の
丸

一
商
店
で
開
催
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
さ
れ
た
年
も

あ
っ
た
が
、
大
塚
さ
ん
は
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
た

年
に
は
欠
か
さ
ず
出
演
を
続
け
て
い
る
。
若
い
ジ
ャ

ズ
メ
ン
た
ち
に
限
り
な
く
尊
敬
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ソ

リ
テ
ィ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、大
塚
さ
ん
は
気
さ
く
で
、

音
楽
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
も
軽
や
か
だ
。

　
「
船
場
と
い
う
地
名
に
愛
着
を
も
っ
て
い
ま
す
か

ら
。
自
分
の
音
楽
で
街
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
な
ら
ど
ん
ど
ん
協
力
し
た
い
と
思
う
。
関
西
に
は

世
界
に
通
用
す
る
若
い
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
し
ね
」

　

音
楽
に
は
人
を
勇
気
づ
け
、
和
ま
せ
る
力
が
あ
る

と
信
じ
る
大
塚
さ
ん
。
自
身
の
卒
寿
リ
サ
イ
タ
ル
が

終
わ
っ
た
ら
、次
は
で
き
れ
ば
万
博
の
年
に「
御
堂
筋

ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
」を
開
催
し
た
い
と
も
考
え
て

い
る
。

　

洒
脱
で
温
か
な
大
塚
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
の
音
が
御
堂

筋
に
響
き
渡
れ
ば
、
船
場
の
潜
在
的
な
文
化
力
を
世

に
広
く
知
ら
し
め
る
機
会
に
も
な
り
そ
う
だ
。

方
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
が
、
店
を
訪
れ
た
人
た
ち
に

は
大
い
に
受
け
た
ら
し
い
。
特
に
医
師
が
多
く
、
界

わ
い
の
企
業
に
勤
め
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
好
き
の
人
や
、

古
く
か
ら
住
む
近
隣
の
人
た
ち
に
も
好
評
だ
っ
た
。

大
ホ
ー
ル
で
聴
く
19
世
紀
以
降
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
音

楽
と
は
違
い
、
テ
レ
マ
ン
の
活
躍
し
た
18
世
紀
は
室

内
楽
が
中
心
で
、
小
編
成
。
た
と
え
ば
貴
族
の
館
で

の
晩
さ
ん
会
な
ど
で
演
奏
さ
れ
た
り
し
た
と
い
う
。

そ
ん
な
演
奏
家
と
聴
き
手
の
近
さ
が
、
延
原
さ
ん
の

音
楽
の
原
点
に
あ
る
。

　

1
9
6
8
年
、
第
1
回
月
例
会
が
北
御
堂
の
会
議

室
で
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
的
に
行
わ
れ
た
。
や
が
て

1
9
8
4
年
か
ら
会
場
は
大
阪
倶
楽
部
に
移
り
、
同

マ
ン
ス
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
5
0
0
回
を
超
え
た
。

延
原
さ
ん
の
音
楽
は
常
に
船
場
の
街
と
共
に
あ
っ
た

と
い
え
る
。

「
船
場
に
は
面
白
い
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う

文
化
が
あ
る
。
受
け
入
れ
て
や
ろ
う
と
い
う
土
壌
も

あ
る
。
私
は
そ
の
気
質
が
好
き
で
す
ね
」と
笑
顔
で

語
っ
た
。

おおつか・ぜんしょう　1934年、大阪市天王寺
区生まれ。高津高校在学中に校歌を作曲。学生
時代からジャズピアニストとして活動を開始、テレ
ビやラジオ番組でも活躍。代表作に、大阪をテー
マとしたピアノコンチェルト『上町台地』など。
2003年より「NPO法人関西ジャズ協会」会長。

のぶはら・たけはる　1943年、吹田市生まれ。
指揮者・オーボエ奏者。テレマン室内オーケスト
ラ、テレマン室内合唱団を率い、全国的に活動。
「中之島をウィーンに！」を合言葉に、大阪市中
央公会堂で「定期演奏会大阪公演」を開催。
1977年文化庁芸術祭優秀賞、1986年サント
リー音楽賞を受賞。2009年ドイツ連邦共和国
功労勲章功労十字小授章を受章。写真はガス
ビル食堂で。

東横堀川水辺再生協議会「e-
よこ会」の役員を務めるフリー
アナウンサーの紀平真理さん
は、大塚さんの妻で、公私にわ
たるパートナー。

大阪倶楽部４階ホールで、月1回開催される「マンスリーコン
サート」のコンセプトは「サロンで聴く18世紀音楽」。指揮者の
延原さんや演奏者の息づかいが間近に感じられる。　map

写真左から「堺筋のJAZZの風」2019年、
同2023年、いずれも丸一商店。写真右
「水辺のJAZZライブ」β本町橋。
2024年2月11日には大阪証券取引所ビ
ル アトリウムで「大塚善章クインテット」の
ライブ（map　 ）、11月24日にはエルセ
ラーンホール（堂島）で卒寿記念のリサイ
タルを予定。 ※詳細はP.15

＊愛日（あいじつ）小学校
前身は1872年に豪商「升屋
（ますや）」（山片家）が自らの居
宅を寄贈してできた北浜小学
校。1886年に愛日小学校が
誕生、1896年に移転し、閉校
する1990年まで、北浜4丁目3
にあった。　

※コンサートについての問合せ
http://www.cafe-telemann.
com/
06-6345-1046（平日10:00
～18:00）
日本テレマン協会

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト

大
塚
善
章
さ
ん

日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
音
楽
監
督

延
原
武
春
さ
ん
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相愛オーケストラ
実践型の「オーケストラ教育プログラム」は、サイトウ・キネン・オーケス
トラにその名をとどめる日本の音楽教育の祖、故齋藤秀雄氏が提唱し
たもの。合奏のほか、分奏も重視した練習も氏の指導法を継承。

　
実
践
教
育
と
し
て
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　

大
学
本
部
は
住
之
江
区
南
港
に
移
転
し
た
も
の

の
、船
場
に
あ
る
大
学
と
い
え
ば
、本
町
に
あ
る
相
愛

大
学
。
音
楽
学
部
は
1
0
0
年
を
超
え
る
伝
統
が
あ

り
、
60
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ「
相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
」は
、日
本
の
大
学
に
お
い
て
希
有
な
存
在
だ
。
楽

団
は「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
音
楽
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
、

実
践
に
よ
っ
て
技
術
や
表
現
力
を
高
め
る
、
独
自
の

教
育
方
針
に
基
づ
き
、
5
部
門
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。「
相
愛
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」「
相
愛
ス

ト
リ
ン
グ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」「
相
愛
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
」「
相
愛
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」「
相
愛

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
」、
以
上
を
合
わ
せ
て「
相
愛

　　

大
阪
ガ
ス
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
は
1
9
4
7
年
に

設
立
。
今
年
で
76
年
目
を
迎
え
る
。

「
マ
ン
ド
リ
ン
が
ブ
ー
ム
だ
っ
た
60
年
代
か
ら
70
年

代
は
、
バ
ス
2
台
で
合
宿
へ
向
か
う
ほ
ど
部
員
が
多

か
っ
た
そ
う
で
す
。
1
9
9
0
年
に
私
が
入
部
し
て

か
ら
も
、中
国
、ウ
ィ
ー
ン
、ハ
ワ
イ
、ロ
シ
ア
な
ど
海

外
へ
の
演
奏
旅
行
や
、長
野
、鳥
取
、金
沢
で
公
演
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
だ
ん
だ
ん
人

数
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
先
輩
た
ち
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
、
今
も
楽
し
く
活
動
を
続
け
て
い
ま

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」。
総
勢
約
3
0
0
名
を
束
ね
る
の

が
、特
任
准
教
授
の
上
森
祥
平
委
員
長
だ
。

　
「
音
大
生
だ
け
で
な
く
、小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

の
ジ
ュ
ニ
ア
、
教
員
や
卒
業
生
の
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ア
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン
バ
ー
と
音
楽
を
つ
く
り
あ
げ

る
こ
と
で
、
演
奏
家
と
し
て
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
と
協
調
性
も
高
ま
り
ま
す
」

学
外
の
演
奏
会
で
腕
と
心
を
磨
く

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
母
体
は
1
9
5
5
年
、
音
楽
科

長
だ
っ
た
山
田
耕
筰
の
も
と
、
音
楽
の
早
期
教
育
を

目
指
し
て
誕
生
し
た「
相
愛
学
園
子
供
の
音
楽
教
室
」

（
現
相
愛
大
学
附
属
音
楽
教
室
）。
実
践
教
育
と
し
て

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
合
唱
の
授
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、学
内
だ
け
で
な
く
、学
外

へ
向
け
て
演
奏
を
披
露
す
る
機
会
が
多
い
と
い
う
の

も
特
徴
。
演
奏
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
音
楽
家
と
し

て
の
プ
ロ
意
識
が
磨
か
れ
て
い
く
。
北

区
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
年
に
2

回
開
か
れ
る
定
期
演
奏
会
を
は
じ
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
や
小
編
成
で
も
数
多

く
の
演
奏
の
機
会
が
あ
る
。

　

船
場
で
も「
せ
ん
ば
鎮
守
の
杜
音
楽

祭
」
や
御
堂
筋
で
の
ま
ち
か
ど
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
出

す
」と
幹
事
の
徳
田
佐
知
子
さ
ん
。

　

メ
イ
ン
の
演
奏
会
は
、
関
西
の
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏

団
体
が
参
加
す
る「
マ
ン
ド
リ
ン
フ
ェ
ア
」。
船
場
界

わ
い
で
は
、坐
摩
神
社
で
開
催
さ
れ
る「
ざ
ま
さ
ん
音

楽
会
」へ
の
参
加
、ガ
ス
ビ
ル
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
の

自
主
的
な
演
奏
会
、
そ
の
ほ
か
介
護
施
設
の
慰
問
に

も
力
を
入
れ
る
。
演
歌
、
J
ポ
ッ
プ
か
ら
壮
大
な
ク

ラ
シ
ッ
ク
ま
で
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
広
く
、
ど
ん
な
曲

で
も
や
っ
て
み
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
特
徴
だ
。

「
演
奏
を
聴
い
た
人
た
ち
か
ら
、い
ろ
ん
な
反
応
を
も

ら
え
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。
御
堂
筋
を
歩
く
人

た
ち
に
も
気
軽
に
立
ち
止
ま
っ
て
聴
い
て
も
ら
え
る

よ
う
な
機
会
を
、
4
年
後
の
80
周
年
に
向
け
て
増
や

し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継
い
だ
音
楽

　
「
創
立
は
1
9
6
6
年
。
そ
れ
以
前
か
ら
倉
敷
紡

績
の
各
地
の
工
場
に
は
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
が
あ

り
、本
社
で
も
つ
く
ろ
う
と
、本
社
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ

ブ
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
本
社
の
み
が
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
」と
グ
ル
ー
プ
会
社
の
部
長
で
、ク

ラ
ブ
幹
事
長
・
指
揮
者
の
山
下
克
人
さ
ん
。「
マ
ン
ド

演
、
毎
月
開
か
れ
る「
北
御
堂
相
愛
コ
ン
サ
ー
ト
」に

は
、学
生
や
卒
業
生
が
演
奏
す
る
ほ
か
、本
町
学
舎
の

講
堂
で
は
ジ
ュ
ニ
ア
の
演
奏
会
が
開
か
れ
る
。

　

ほ
か
に
、
本
町
学
舎
に
は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ス
タ
ジ

オ
が
あ
り
、
国
内
外
か
ら
一
流
の
音
楽
家
を
招
い
た

公
開
レ
ッ
ス
ン
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
音
大
生
の
発
表

会
も
開
か
れ
て
い
る
。

　
「
楽
団
員
に
は
指
導
陣
ほ
か
、全
日
本
学
生
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
で
優
勝
す
る
学
生
も
い
て
、
層
の
厚
さ
と

確
か
な
実
力
が
あ
り
ま
す
。
船
場
の
み
な
さ
ん
、
ぜ

ひ
応
援
し
に
き
て
く
だ
さ
い
」と
委
員
長
。

リ
ン
は
手
軽
に
合
奏
が
楽
し
め
る
楽
器
で
す
」と
も
。

「
メ
ン
バ
ー
は
短
大
や
大
学
の
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

に
所
属
し
て
い
た
経
験
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
」と
本

社
繊
維
事
業
部
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
課
で
、
ギ
タ
ー
パ
ー

ト
の
小
島
扶
美
さ
ん
。
小
島
さ
ん
は
高
校
時
代
か
ら

好
き
な
ギ
タ
ー
を
弾
い
て
い
る
。

　

社
会
人
の
音
楽
活
動
が
盛
ん
だ
っ
た
時
代
、
社
会

人
楽
団
が
一
堂
に
会
す
る「
産
業
音
楽
祭
」へ
の
参
加

が
活
動
の
目
標
だ
っ
た
。
第
1
回
か
ら
最
終
回
ま

で
49
回
連
続
出
場
し
、
表
彰
さ
れ
た
同
ク
ラ
ブ
。
そ

の
後
は「
マ
ン
ド
リ
ン
フ
ェ
ア
」へ
の
参
加
と
、
船
場

の「
ざ
ま
さ
ん
音
楽
会
」を
目
標
に
練
習
を
積
み
、
慰

問
演
奏
に
も
出
か
け
る
。

　
「
あ
と
3
年
で
60
周
年
。
先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継

い
だ
伝
統
あ
る
ク
ラ
ブ
な
の
で
、
さ
ら
に
70
周
年
へ

活
動
を
続
け
た
い
」と
メ
ン
バ
ー
は
練
習
に
励
む
。

2023年7月4日、本町学舎アンサン
ブルスタジオで行われた、ウィーン
フィル元コンサートマスターで、ウィー
ン国立音楽大学正教授のライナー・
キュッヒル教授による公開レッスン風
景。当日は学生のほか、一般の聴講
者が非常に多く来学した。　map

徳田佐知子さん　大阪ガス
マンドリンクラブ幹事。大阪
ガスビジネスクリエイト株式
会社で経理を担当。マンドリ
ン演奏は入社後、演奏を聴
いて入部してから始めた。練
習は会社施設で行う。
map

クラボウマンドリン
ギタークラブ
2023年6月の第45回マンド
リンフェアに参加した際の記
念写真。「エル・おおさか」ロ
ビーで。メンバーは現役社員
が中心で、退職した先輩たち
も参加する。

相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 
委
員
長

上
森
祥
平
さ
ん

D
a
i
g
a
s
グ
ル
ー
プ
の
ク
ラ
ブ
活
動

大
阪
ガ
ス

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ うわもり・しょうへい　日本音楽コン

クール第1位 ､松下賞受賞。2005年
ベルリン芸術大学卒業。ソロ･室内楽
･主要オーケストラ首席客演、音楽祭
やNHK出演など多数｡2016年齋藤
秀雄メモリアル基金賞受賞。日本チェ
ロ協会理事。

大阪ガスマンドリンクラブ
2023年6月、北浜東の「エル・おおさか」で開催された第45回
マンドリンフェアでの演奏風景。

特集   船場の音楽

起
源
は
倉
敷
紡
績
の
工
場

ク
ラ
ボ
ウ

マ
ン
ド
リ
ン

ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
80
周
年
を
目
指
す

練習は、月2回の水曜と、イベントに向けては土日に先輩も参加し
て、本社ビルの会議室で行う。この日の参加者は、前列左から池崎
加奈子さん、栗山智子さん、蓮池純子さん、髙橋由紀子さん、小島
扶美さんと、後列、山下克人さん、井上知永子さん。　map

大
学・企
業
の
音
楽
活
動

「
相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」の
演
奏
は
、実
践
型
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

基
づ
く
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、職
域
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
動
す
る
、

大
阪
ガ
ス
、ク
ラ
ボ
ウ
、2
社
の
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
を
ご
紹
介
。



　
開
平
小
学
校
の
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ

　

2
0
2
2
年
か
ら
開
平
小
学
校
生
涯
学
習
ル
ー
ム

主
催
で
、年
に
一
度
行
わ
れ
て
い
る「
開
平
ホ
ー
ル
音

楽
会
」。
音
楽
会
に
出
演
し
て
い
る
の
は
同
校
出
身

ピ
ア
ニ
ス
ト
。
鹿
島
久
美
子
さ
ん
は
1
年
目
に
出

演
、
妹
の
早
希
子
さ
ん
は
2
年
連
続
で
出
演
し
た
。

　
愛
珠
幼
稚
園
の
イ
ル
ム
ラ
ー
ピ
ア
ノ

　

明
治
13（
1
8
8
0
）年
、
船
場
の
人
々
の
力
で
つ

く
ら
れ
、
市
政
施
行
に
伴
い
大
阪
市
立
と
な
っ
た
愛

珠
幼
稚
園
。
現
在
の
園
舎
は
明
治
34（
1
9
0
1
）年

竣
工
、
現
存
す
る
木
造
幼
稚
園
と
し
て
は
日
本
最
古

で
、園
舎
は
戦
火
を
く
ぐ
り
、2
0
0
7
年
に
は
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

遊
戯
室
に
、
古
い
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
あ
る
。
ザ

ク
セ
ン
王
国（
旧
東
ド
イ
ツ
内
）の
音
楽
都
市
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
に
1
8
1
8
年
設
立
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
メ
ー

カ
ー
J
.
G.
イ
ル
ム
ラ
ー
製
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地

の
王
室
御
用
達

楽
器
に
選
ば
れ

る
ほ
ど
の
最
高

ラ
ン
ク
だ
っ
た

が
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
に

メ
ー
カ
ー
は
消

滅
し
た
。
明
治

ホ
ー
ル
に
は
、大
正
時
代
に
製
造
さ
れ
、当
時
最
高
級

と
さ
れ
た
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
セ
ミ
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
二
人
と
も
小
学
生
の

時
、朝
礼
や
卒
業
式
な
ど
で
音
を
聴
い
た
と
い
う
。

　

な
ぜ
古
い
高
級
な
ピ
ア
ノ
が
1
9
9
0
年
開
校
の

開
平
小
学
校
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
以
前
、
ス

タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
ピ
ア
ノ
は
愛
日
小
学
校
に
あ
っ

た
。
愛
日
地
域
活
動
協
議
会
の
会
長
、
丸
山
悦
治
さ

ん
に
よ
る
と
、

「
愛
日
小
学
校
と
集
英
小
学
校
が
合
併
し
て
開
平
小

学
校
が
で
き
た
時
、両
校
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、多
様

な
教
育
が
展
開
で
き
る
よ
う
開
平
ホ
ー
ル
が
設
け
ら

れ
、ピ
ア
ノ
も
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
」

1
9
2
9
年
に
発
行
さ
れ
た
愛
日
小
学
校
の
新
築
落

成
記
念
本
に
写
真
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
ま
で
の
来
歴
は
不
明
。
戦
後
は
進
駐
軍

に
接
収
さ
れ
た
が
、
当
時
の
音
楽
の
先
生

が
尽
力
し
て
取
り
戻
し
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

地
域
で
守
る
豊
か
な
文
化

　

開
平
ホ
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
が
ス
タ
イ
ン

ウ
ェ
イ
だ
と
鹿
島
さ
ん
姉
妹
が
知
っ
た
の

は
、
二
人
の
母
親
で
あ
る
声
楽
家
の
鹿
島

満
美
さ
ん
が
、同
ホ
ー
ル
で
、生
涯
学
習
の

コ
ー
ラ
ス
の
指
導
を
始
め
た
時
だ
っ
た
と

い
う
。

「
こ
ん
な
お
宝
の
ピ
ア
ノ
だ
っ
た
と
は
驚

き
ま
し
た
。
調
律
に
も
立
ち
会
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
調
整
後
は
思
い
の
ほ

42（
1
9
0
9
）年
、
同
幼
稚
園
が
ピ
ア
ノ
を
購
入
し

た
当
時
は
千
円（
今
な
ら
3
、4
千
万
円
）だ
っ
た
と

い
う
。
そ
れ
か
ら
百
年
以
上
、大
切
に
さ
れ
て
き
た
。

　

2
0
0
5
年
、
ピ
ア
ノ
は
大
々
的
な
補
修
が
な
さ

れ
、翌
2
0
0
6
年
、
ピ
ア
ノ
開
き
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
時
、呼
ば
れ
た
の
が
、同
園
卒
園
生

で
ド
イ
ツ
在
住
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
武
田
牧
子
ヘ
ル
ム

ス
さ
ん
だ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
い
ず
み
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
る
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
と
も
予
定
が
合
っ
た
。
以

来
、
コ
ロ
ナ
で
2
年
中
止
し
た
も
の
の
、
毎
年
春
と

秋
の
2
回
、
演
奏
会
や
指
導
の
た
め
帰
国
す
る
の
に

合
わ
せ
、園
児
の
た
め
に
演
奏
会
を
行
っ
て
い
る
。

本
格
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
演
奏

　
「
毎
回
、
接
す
る
た
び
、
子
ど
も
た
ち
が
こ
ち
ら
の

気
持
ち
を
優
し
く
包
み
込
ん
で
く
れ
る
」と
い
う
武

田
さ
ん
は
船
場
生
ま
れ
、現
在
、姉
の
住
む
家
か
ら
も

幼
稚
園
へ
は
徒
歩
圏
内
。
集
英
小
学
校
へ
進
み
、
相

愛
学
園
子
供
の
音
楽
教
室
で
学
び
、
桐
朋
学
園
高
等

学
校
音
楽
科
を
卒
業
後
、
ド
イ
ツ
へ
留
学
。
ド
イ
ツ

の
国
立
音
楽
大
学
の
ピ
ア
ノ
教
授
と
し
て
長
年
勤

め
、在
独
年
数
は
50
年
を
超
え
た
。

　

未
就
学
児
が
行
け
る
コ
ン
サ
ー
ト
は
限
ら
れ
る
。

か
音
が
伸
び
、
ピ
ア
ノ
が
息
を
吹
き
返
し
た
か
の
よ

う
に
音
色
が
変
貌
し
ま
し
た
。
ま
る
で
生
き
物
の
よ

う
だ
と
感
じ
ま
し
た
」と
久
美
子
さ
ん
。

　
「
こ
の
ピ
ア
ノ
は
小
学
校
の
財
産
目
録
に
含
ま
れ

て
お
ら
ず
、
地
域
の
ピ
ア
ノ
と
し
て
守
っ
て
い
ま

す
。
調
律
な
ど
の
手
配
や
費
用
は
、『
愛
日
文
庫
』＊

を
守
る
の
と
同
様
、
地
域
で
負
担
し
て
い
る
ん
で
す

よ
」と
、
丸
山
さ
ん
。
宝
物
を
継
い
で
い
く
た
め
に
、

地
域
の
人
々
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
協
力
が
あ
っ
た
。

　
「
開
平
ホ
ー
ル
音
楽
会
」は
、
生
涯
学
習
推
進
員
の

苣
野
薫
さ
ん
に
よ
っ
て
ピ
ア
ノ
の
魅
力
を
地
域
に
お

披
露
目
す
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
。

「
年
配
の
方
や
、小
さ
い
お
子
さ
ん
に
も
聞
き
な
じ
み

の
あ
る
曲
を
入
れ
た
り
、
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
音
色

の
魅
力
が
伝
わ
る
シ
ョ
パ
ン
、
リ
ス
ト
な
ど
も
加
え

て
選
曲
し
て
い
ま
す
」と
早
希
子
さ
ん
。

　
「
船
場
は
昔
か
ら
教
育
熱
心
な
地
域
で
、子
ど
も
に

も
本
物
の
楽
器
で
教
育
し
よ
う
と
し
た
。
豊
か
な
文

化
の
火
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
こ
の
音
楽
会
を
通
し

て
次
世
代
に
継
い
で
い
き
た
い
で
す
ね
」と
丸
山
さ

ん
も
力
を
込
め
る
。

「
子
ど
も
た
ち
が〝
本
当
の
音
色
〞を
聴
く
機
会
が
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
毎
回
し
っ
か
り
本
格
的
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
」と
武
田
さ
ん
。
2
0
2
3

年
5
月
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
英
国
王
の
戴
冠
式
に
ち

な
ん
で
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
26
番

「
戴
冠
式
」。
ピ
ア
ノ
独
奏
部
を
武
田
さ
ん
が
イ
ル
ム

ラ
ー
の
ピ
ア
ノ
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
伴
奏
を
鶴
嶋
順

子
さ
ん
が
武
田
さ
ん
の
寄
付
に
よ
る
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト

ピ
ア
ノ
で
、2
台
の
ピ
ア
ノ
で
全
曲
を
演
奏
し
た
。

　
「
入
園
し
て
間
も
な
い
年
少
児
も
響
き
渡
る
音
色

に
興
味
津
々
で
す
。
年
長
児
に
な
る
と
武
田
先
生
の

こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
て
、回
を
重
ね
て
、熱
心
に
聴

い
て
い
ま
す
」と
藤
岡
裕
子
園
長
。
音
楽
と
共
に
子

ど
も
た
ち
が
育
つ
こ
と
を
実
感
さ
れ
て
い
る
。

　
「
可
能
な
限
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
い

う
武
田
さ
ん
は
ま
た
、こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

「
17
年
に
わ
た
っ
て
せ
っ
か
く
敷
か
れ
た
こ
の
慣
例

が
途
絶
え
な
い
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
」
と

語
っ
た
。

ピ
ア
ノ
を
継
ぐ

「
愛
珠
幼
稚
園
」に
は
明
治
時
代
に
購
入
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
が
あ
り
、

開
平
小
学
校
の「
開
平
ホ
ー
ル
」に
は
大
正
時
代
の
ピ
ア
ノ
が
あ
る
。

貴
重
な
ピ
ア
ノ
は
大
切
に
さ
れ
、卒
業
生
が
音
楽
を
奏
で
て
い
る
。

たけだ・まきこ・ヘルムス(手前)　愛珠幼稚園卒園。桐
朋学園高等学校音楽科を卒業、理事長賞受賞。フラン
クフルト国立音楽大学、ハノーファ国立音楽大学を卒
業後、ザルツブルクのモーツァルテウムに在籍。1976
年イタリア・テルニの国際ピアノコンクール一位入賞。
2017年マインツ国立大学音楽部ピアノ科教授を退
職。1994年～2013年ドイツ・ヴィスバーデンの法務
省で「アミチ・デラルテ」(芸術の友)を主宰、国際的に
活躍する演奏家や俳優と約70回にわたって共演。
鶴嶋順子さん(奥)　ピアニスト。武田さんの30年にわ
たる生徒さん。

かしま・くみこ（右）／かしま・さきこ（中央）　ともに大阪市立開平小学校出身、神
戸女学院大学音楽学部卒業。久美子さんは相愛中学・高等学校音楽科卒、神戸
女学院大学音楽研究科修士課程修了。声楽家の母・鹿島満美さんとともに、本町
にある音楽サロン教室「ムジークカシマ」の講師を務めている。
まるやま・よしはる（左）　船場生まれ。愛日地域活動協議会・船場連合振興町会
会長。開平小学校に伝わる貴重書やスタインウェイピアノを地域で守る「愛日文庫
を守る会」会長。家業の工業薬品商社を退職後は、淡路町で「貸しギャラリー 
ZEN」を経営している。

楽章ごとに解説をはさむ。「10分でもい
いから“静かに聴く”という姿勢になれる
ことによって、自分との対峙が始まり、心
が豊かになる」と武田さん。

木造の遊戯室は音の響きが良い。ピアノの補修費は卒園
者らの同窓会「愛珠会」が支援。ほかに同幼稚園には、明
治時代に購入されたバイオリンや、大阪市立女学校から
移管された前川製風琴というオルガンもある。　map

2023年6月の「開平ホール音楽会」を前に
ピアノの調律が行われた。その前年、開平
ホールが復元された際は、10年ぶりの調律
だった。ピアノは定期的な調律が欠かせな
い。ヴィンテージピアノは、修練された調律
の技術も必要。

2022年3月に「開平ホール」が
復元されたのを記念して開催
された音楽会は、卒業生4名に
よるピアノ演奏が行われたが、
コロナの影響で参加者は限ら
れた。2023年は乳幼児から高
齢の方まで86名の参加者が
あった。　map

＊愛日文庫
近世大阪の町人学者、山片蟠桃の旧
蔵書を中心とした3000点を超える古
典籍類。豪商「升屋」として知られた山
片家が、小学校設立のため邸宅を寄贈
した際、貴重書も寄贈。年に一度、守る
会や同窓会、児童によって曝書が行わ
れている。
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ピ
ア
ニ
ス
ト

武
田
牧
子
ヘ
ル
ム
ス
さ
ん

ピ
ア
ニ
ス
ト

鹿
島
久
美
子
さ
ん

鹿
島
早
希
子
さ
ん

愛
日
地
域
活
動
協
議
会
会
長

丸
山
悦
治
さ
ん
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創
業
2
0
0
年
を
迎
え
る
老
舗
楽
器
店

　

関
西
を
中
心
に
、
幅
広
く
音
楽
事
業
を
展
開
す
る

三
木
楽
器
。
文
政
8（
1
8
2
5
）年
の
創
業
か
ら

2
0
0
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
書
籍
業
を
祖

と
し
、楽
器
販
売
は
明
治
21（
1
8
8
8
）年
、
ヤ
マ
ハ

オ
ル
ガ
ン
の
契
約
販
売
に
始
ま
る
。

　
「
お
客
様
を
中
心
に
考
え
、サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

こ
と
で
長
く
続
い
て
き
た
と
思
い
ま
す
」と
ピ
ア
ノ

専
門
店「
開
成
館
」館
長
の
竹
村
早
苗
さ
ん
。

　

西
洋
の
著
名
な
楽
器
の
輸
入
や
楽
譜
の
翻
訳
、
出

版
を
手
が
け
た
三
木
楽
器
は
、
明
治
33（
1
9
0
0
）

年
に
は『
鉄
道
唱
歌
』を
出
版
し
、
大
ヒ
ッ
ト
。
大
正

14（
1
9
2
5
）年
、創
業
1
0
0
周
年
を
記
念
し
て
、

北
久
宝
寺
町
の
本
社
ビ
ル
を
新
築
。
重

厚
な
レ
ン
ガ
タ
イ
ル
を
用
い
た
外
観
は
、

ピ
ア
ノ
の
名
門
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
ド

イ
ツ
本
社
社
屋
を
参
考
に
し
た
と
い
わ

れ
る
。
3
〜
4
階
に
は
ホ
ー
ル
を
構
え
、

作
曲
家
の
山
田
耕
筰
が
音
楽
講
座
を
開

い
た
こ
と
も
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

頑
丈
な
建
物
は
戦
火
に
耐
え
、
1
9
9
7

年
に
は
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
。
2
0
0
4
年
、
本
社
ビ
ル
の
1
〜
2

階
を
改
装
、
関
西
最
大
級
の
ピ
ア
ノ
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

「
開
成
館
」と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

こ
こ
か
ら
輝
く
星
が
出
て
き
て
ほ
し
い

　
「
開
成
館
」の
名
は「
三
木
楽
器
」の
前
身「
大
阪
開

成
館 

三
木
佐
助
商
店
」に
ち
な
む
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
よ
り
、
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

や
、
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
が
弾
け
る
レ
ッ

ス
ン
室
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
で
き
る

小
サ
ロ
ン
が
設
け
ら
れ
た
。

　

レ
ッ
ス
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
初
心

者
か
ら
音
大
受
験
、
上
級
者
に
ま
で
対

応
し
、
卒
業
生
が
教
師
や
演
奏
家
と
し

て
活
躍
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
サ

ロ
ン
で
の
演
奏
会
に
は
、
著
名
人
だ
け

で
は
な
く
、
今
後
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
若
手
の
演
奏

者
も
招
い
て
い
る
。

「
こ
こ
か
ら
輝
く
星
が
出
て
き
て
く
れ
た
ら
う
れ
し

い
」と
竹
村
さ
ん
。
音
楽
文
化
を
育
て
、発
信
し
て
い

く
こ
と
が「
開
成
館
」の
使
命
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

ま
た「
せ
ん
ば
心
斎
橋
筋
商
店
街
」に
あ
る
こ
と
か

ら
、地
元
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
。

「
創
業
2
0
0
周
年
の
2
0
2
5
年
に
は
、
感
謝
セ
ー

ル
の
ほ
か
、音
楽
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
、お
客
様

も
従
業
員
も
ひ
と
つ
に
な
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き

れ
ば
」と
竹
村
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

　

三
木
楽
器
株
式
会
社
と
し
て
は
、2
0
2
3
年
、東

京
に
ギ
タ
ー
専
門
店
を
開
店
。
創
業
2
0
0
年
を
目

前
に
、
初
の
東
京
進
出
。
三
木
楽
器
は
今
も
な
お
挑

戦
を
続
け
て
い
る
。

たけむら・さなえ　音楽短大を卒業
後、別業種を経て2004年に三木楽
器へ。2018年より開成館館長。学生
時代の専攻は声楽。先代の館長や先
輩たちの思いを受け、「200年といわず
３００年も続いてほしい。そのためには
私たちががんばらなければ」

8室あるすべてのレッスンルームにグランドピアノを
設置。1部屋に2台のグランドピアノを置く部屋も
2室ある。

三木楽器 開成館
ヤマハピアノなどの中古販売も。自社ピアノ工
房の技術者が、外装のほか、調律・整調・整
音など内部の部品まで徹底して調整を行う。
北久宝寺町3丁目3-4　10:00～19:00　
水休　06-6252-1820　map

丸一商店
ヨーロッパはじめ世界各地の弦楽器および
楽器周辺小物を取り扱う。
瓦町1丁目7-3 フジカワビル　10:00～
19:00　ショップは日月休　工房は日～水休
（予約優先・祝日営業）06-6201-0044
map

「
三
木
楽
器 

開
成
館
」館
長

竹
村
早
苗
さ
ん

　
堺
筋
沿
い
の
モ
ダ
ン
な
輸
入
楽
器
店

　

堺
筋
沿
い
に
、
バ
イ
オ
リ
ン
の
形
を
し
た
赤
い
看

板
が
目
を
引
く
店
が
あ
る
。
昭
和
の
初
め
よ
り
輸
入

楽
器
の
販
売
を
手
が
け
る「
丸
一
商
店
」だ
。
村
野
藤

吾
が
設
計
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
フ
ジ
カ
ワ
ビ
ル

に
あ
る
店
舗
は
、
ま
ち
の
風
景
に
彩
り
を
添
え
る
。

だ
が
、入
居
は
2
0
1
6
年
と
ま
だ
最
近
の
こ
と
だ
。

　

現
社
長
、磻
田
光
一
さ
ん
の
祖
父
、一
郎
さ
ん
が
個

人
で
楽
器
の
輸
入
販
売
を
始
め
た
の
は
、
昭
和
の
初

め
1
9
2
7
年
。
縁
の
あ
っ
た
丸
善
薬
店（
現
・
丸
善

薬
品
産
業
株
式
会
社
）の
柳
原
三
郎
社
長
の
支
援
も

あ
り
、1
9
3
7
年
、中
央
区
内
平
野
町
に
合
資
会
社

「
丸
一
商
店
」を
設
立
す
る
。

　
「
丸
善
の
社
長
さ
ん
が
ハ
イ
カ
ラ
好
き
で
、お
声
が

け
い
た
だ
い
た
の
が
会
社
設
立
の
き
っ
か
け
と
聞
い

て
い
ま
す
」と
磻
田
さ
ん
。
屋
号
は
丸
善
の〝
丸
〞と
、

初
代
、一
郎
の〝
一
〞か
ら
成
る
。

　

初
代
は
1
9
6
4
年
、
日
本
で
初
め
て
イ
タ
リ
ア

の
銘
器
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
の
商
取
引
を
行
っ

た
。
東
京
藝
術
大
学
に
納
入
さ
れ
た
1
7
1
7
年
作

の
バ
イ
オ
リ
ン
は
、
一
時
期
演
奏
さ
れ
ず
に
保
管
さ

れ
て
い
た
が
、
今
は
同
大
学
教
授
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
に
貸
与
さ
れ
、美
し
い
音
色
を
響
か
せ
て
い
る
。

な
じ
み
の
船
場
で
商
売
を
続
け
る

　

戦
後
は
道
修
町
で
17
年
、
安
土
町
で
8
年
、
そ
し

て
高
麗
橋
で
45
年
と
船
場
で
商
い
を
続
け
、
会
社
の

規
模
は
、
ビ
ル
一
棟
を
使
用
す
る
ほ
ど
に
大
き
く

な
っ
た
。
時
代
の
流
れ
を
読
み
、2
0
1
1
年
、磻
田

さ
ん
は
合
資
会
社
か
ら
株
式
会
社
に
改
組
。
小
売
り

を
視
野
に
入
れ
、業
務
の
効
率
化
を
考
え
て
い
た
時
、

フ
ジ
カ
ワ
ビ
ル
の
テ
ナ
ン
ト
募
集
を
知
る
。

　
「
移
転
先
に
つ
い
て
は
、な
じ
み
の
あ
る
船
場
以
外

は
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
入

居
の
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、

ガ
ラ
ス
張
り
の
路
面
店
だ
っ

た
こ
と
と
、よ
く
音
が
響
く
吹

き
抜
け
の
空
間
だ
っ
た
こ
と
」

と
磻
田
さ
ん
。
1
階
は
楽
器

の
展
示
と
販
売
、演
奏
会
な
ど

イ
ベ
ン
ト
の
た
め
の
レ
ン
タ

ル
ス
ペ
ー
ス
に
。
ら
せ
ん
階
段
の
上
は
工
房
。
窓
側

の
2
階
は
バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
が
学
べ

る
レ
ッ
ス
ン
室
に
し
た
。
音
の
響
き
を
調
整
す
る
た

め
絨
毯
を
敷
き
、
改
修
は
近
代
建
築
に
詳
し
い
建
築

家
に
頼
み
、元
の
姿
を
変
え
な
い
よ
う
に
し
た
。

　
「
船
場
は
始
ま
り
の
場
所
。
本
格
的
な
商
い
が
ス

タ
ー
ト
し
た
地
で
す
。
店
は
い
つ
も
船
場
と
共
に

あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」と
い
う
磻
田
さ
ん
。
だ

か
ら
、地
元
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　

高
麗
橋
時
代
に
は
、
ビ
ル
1
階
の
ガ
レ
ー
ジ
で
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
り
、
開
平
小

学
校
に
赴
き
全
校
生
徒
に
向
け
て
弦
楽
器
の
カ
ル

テ
ッ
ト
の
演
奏
会
を
し
た
り
も
し
た
。

　

2
0
2
3
年
、
4
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た「
e

－

よ

こ
逍
遥
」に
は
10
年
以
上
前
か
ら
参
加
し
、「
生
き
た

建
築
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
大
阪
」で
は
、

コ
ン
サ
ー
ト
と
と
も
に
建
物
の
見
学
も
で
き
る
貴
重

な
場
を
提
供
。
船
場
の
ま
ち
に
音
楽
を
響
か
せ
て
い

る
。

ばんだ・こういち　1953年、神戸市生
まれ。語学系の短大で英語とドイツ語
を学び、卒業後、ドイツへ語学留学。帰
国後、丸一商店に入社。ハンブルクの
バイオリン工房で職人修業の経験も。
1993年社長に就任。店でチェロの講
師を務める井上ほのかさんは妻。

赤いバイオリンが目印。仕事帰りにレッスンに
通う人も。バイオリン、ビオラ、チェロのレッスン
は講師と生徒1対1。時間や回数は講師と相
談。楽器のレンタルも可能。生徒は近隣の子ど
もから仕事帰りの大人まで幅広い。

丸
一
商
店
株
式
会
社 

代
表
取
締
役

磻
田
光
一
さ
ん

老
舗
の
楽
器
店

「
三
木
楽
器
」は
ま
も
な
く
創
業
2
0
0
年
。「
丸一商
店
」は

戦
前
よ
り
輸
入
楽
器
を
扱
っ
て
き
た
。「
三
木
楽
器 

開
成
館
」館
長
は
、

音
楽
文
化
を
育
て
、発
信
し
て
い
く
こ
と
が
使
命
と
語
っ
た
。
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集英

愛日

汎愛

船場

浪華

久宝

渥美

芦池

大阪ガスビル

バイオリン工房
クレモナ

オービック
御堂筋ビル

田辺三菱
製薬

居酒屋＆カフェ門

池田商店
本町店
（B1F）

シモジマ
心斎橋店三木楽器

開成館

相愛学園

メットライフ
本町スクエア

大阪国際
ビルディング クラボウ

OverSeas
丸一商店

YOSHUホール

大阪商工
信用金庫

堺筋本町（船場東）駅

船場
郵便局

真宗大谷派
難波別院
（南御堂）

本願寺
津村別院 
（北御堂） 大阪センター

ビル

中央
区役所

本町橋
船着場β本町橋

大阪東
郵便局

阪神高速環状線

グラン
サンクタス
淀屋橋

北浜
郵便局

三菱UFJ銀行
大阪ビル本館

御霊
神社住友ビル

本館

御霊筋

魚之棚筋

淀屋橋
odona

栴檀木橋

難波橋

淀屋橋駅

肥後橋駅

本町（船場西）駅 御堂筋

心斎橋筋

丼池筋

栴檀木橋筋／三休橋筋

中橋筋

難波橋筋／藤中橋筋

心斎橋筋北商店街せんば心斎橋筋商店街

船場・丼池ストリート

堺筋堺筋

本町駅 四ツ橋駅

淀屋橋
御堂筋

大阪市立愛珠
幼稚園

適塾
緒方洪庵
旧宅

五感

大阪シティ
信用金庫　

大阪証券
取引所ビル
（大阪取引所）

開平小学校

トレードピア
淀屋橋

東横堀川
河岸公園

中之島
公園

東洋陶磁
美術館

こども本の森
中之島

大阪市
中央公会堂

中之島
図書館

大阪市役所

日本銀行

中之島
フェスティバル
タワー

旧小西家住宅史料館
（旧小西儀助商店）The Kitahama

少彦名神社

船場倶楽部事務局

大阪産業
創造館 大阪府

東警察署

市立
南幼稚園

りそなグループ
大阪本社ビル

本町
ガーデン
シティ

狐小路

久宝
公園

大阪美術
倶楽部

シティプラザ大阪

タクトステイ
堺筋本町

H

H

H

ホテルブライトン
シティ大阪北浜

ドーミーイン
PREMIUM
大阪北浜

東横堀川水門
東横堀川

ダイワ
ロイネット
ホテル
大阪北浜

ユニゾイン
大阪北浜

ベストウェスタン
プラスホテルフィーノ

大阪北浜

ホテル
フォルツァ
大阪北浜

ザ ロイヤルパーク
キャンバス大阪北浜

北浜駅

ザ ライブリー
大阪本町

R Hotel Honmachi

都シティ 
大阪本町

フォリオ・サクラ・
心斎橋大阪

ビスポークホテル
心斎橋

アイピー
シティホテル

大阪

ベッセル
イン心斎橋

ザ・ワンファイブ
大阪堺筋

スマイルホテル
プレミアム大阪本町

STAY&GO
心斎橋北

Senlax Inn
Osaka

STAY&GO
心斎橋

東急ステイ
大阪本町

ホテル
リブマックス
大阪本町

東横INN
大阪船場2

大阪グランベル
ホテル

Hotel atarayo 
Osaka

ホテル・アルファ－ワン
北心斎橋

H

H H

H

H

H

H

ホテル
カーゴ心斎橋

H

ジャストスリープ
大阪心斎橋
H

東横INN
大阪船場1

H

H

東横堀筋

板屋橋筋

八百屋町筋

箒屋町筋

H

Hotel
SanrriottH

ネストホテル
大阪心斎橋H

MIMARU
大阪心斎橋NORTHH

ホテルリブマックス
心斎橋EAST

H

HHH

HOTEL
THE LEBEN

OSAKA
H

H

H
H

H

H H

H

H
H

H

H

H

タクトホテル
心斎橋

H
H

H

H

ホテル
マイステイズ
御堂筋本町

アパホテル＆リゾート
御堂筋本町駅タワー

ユニゾイン
エクスプレス
大阪南本町

コートヤード・バイ・マリオット
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船
場
は
、北
は
土
佐
堀
川
、東
は
東
横

堀
川
、南
は
旧
長
堀
川（
現
長
堀
通
）、西

は
旧
西
横
堀
川（
現
阪
神
高
速
道
路
）に

囲
ま
れ
た
南
北
2
・
1
㎞
、
東
西
1
・
1

㎞
の
約
2
3
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
を

い
い
ま
す
。

　

港
か
ら
大
阪
城
に
向
か
っ
て
、
船
場

の
ま
ち
は
東
西
の「
通
り
」を
軸
と
し
て

発
展
、
こ
れ
に
南
北
の「
筋
」が
交
わ
る

格
子
状
の
ま
ち
が
つ
く
ら
れ
、
今
も
ま

ち
割
り
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
以
降
、
堺
筋
や
御
堂
筋
等
の
整

備
に
よ
り
、
人
の
流
れ
は
南
北
の「
筋
」

が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
通
り
や
筋
の

沿
道
に
は
、
現
在
も
数
多
く
の
近
代
建

築
は
じ
め
歴
史
的
な
建
物
が
残
り
、
ま

ち
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

船
場
は
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
大
坂
城

築
城
に
合
わ
せ
、
西
側
の
砂
州
の
埋
め

立
て
で
生
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

　

大
坂
夏
の
陣
、明
治
維
新
、太
平
洋
戦

争
と
、
船
場
は
幾
度
も
壊
滅
的
被
害
を

受
け
ま
す
が
、
そ
の
度
に
新
た
な
人
び

と
を
惹
き
つ
け
て
蘇
り
、
か
つ
て
の
伝

統
と
融
合
し
て
新
し
い
時
代
の
船
場
の

魅
力
を
創
り
だ
し
て
き
ま
し
た
。

水
運
の
拠
点
か
ら
商
都
へ

　

江
戸
幕
府
直
轄
地
後
、
更
に
埋
め
立

て
は
拡
大
さ
れ
、
船
場
は
水
運
の
拠
点

と
な
り
、
全
国
か
ら
人
と
富
と
情
報
を

集
積
、
大
坂
が
城
下
町
か
ら
経
済
都
市

に
変
容
し
ま
す
。
船
場
で
は
金
融
・
薬
・

繊
維
・
輸
入
雑
貨
な
ど
多
く
の
問
屋
が

繁
栄
し
ま
す
。

商
都
大
坂
の
中
心
か
ら

町
人
文
化
の
発
信

　

こ
の
間
、
近
松
門
左
衛
門
に
代
表
さ

れ
る
文
芸
・
芸
能
は
じ
め
、多
く
の
町
人

学
者
を
輩
出
し
た
懐
徳
堂
な
ど
、
な
に

わ
商
人
の
誇
り
あ
る
町
人
文
化
が
育
ま

れ
、継
承
さ
れ
ま
し
た
。

近
代
化
に
よ
る
大
大
阪
へ

　

明
治
維
新
に
よ
り
、
大
阪
の
経
済
的

基
盤
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
ま
す
が
、

そ
の
後
急
速
に
工
業
都
市
化
し
発
展
。

大
正
期
に
は「
大
大
阪
」と
呼
ば
れ
る
時

代
を
迎
え
、
モ
ダ
ン
で
最
新
の
都
市
文

化
ス
タ
イ
ル
を
創
造
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
都
心
の
魅
力
を
求
め
て

　

戦
後
の
復
興
を
支
え
て
き
た
船
場

も
、
1
9
7
0
年
代
か
ら
の
繊
維
不
況

や
産
業
構
造
の
変
化
で
、
か
つ
て
の
賑

わ
い
を
失
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

戦
前
に
は
約
6
万
人
あ
っ
た
人
口

も
、
一
時
約
4
千
人
ま
で
減
り
ま
し
た

が
、2
0
1
5
年
以
降
、約
1
万
人
を
超

え
る
ま
で
に
回
復
し
て
き
ま
し
た
。

　

昼
間
は
約
20
万
人
が
集
中
す
る
業
務

都
心
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、商
業
・

業
務
機
能
の
中
心
が
キ
タ
と
ミ
ナ
ミ
へ

集
中
す
る
な
か
で
、
新
し
い
都
心
船
場

の
魅
力
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

船
場
の

位
置
と
特
徴

船場の
音楽情報メモ

船
場
4
0
0
年
の
あ
ら
ま
し

船
場
と
は

ど
ん
な
ま
ち
?

船場の位置 幕末から明治の大阪・船場（明治5年）

高麗橋にある
「バイオリン工房クレモナ」
　バイオリン職人の岩井孝夫さんの工房
が、高麗橋4丁目のビルの1階にある。工
房は枚方市にもあり、高麗橋工房の営業
時間は不規則。イタリアのクレモナで十
年あまり修業、その間にパルマ音楽院バ
イオリン製作科を卒業、多数の楽器製作
コンクールで入賞している。
https://www.instagram.com/iwai_

gallery/

map

船場のジャズの
ライブスポット「OverSeas」
　大阪のジャズの流れは、大正11（1922）
年に北浜にできた老舗料亭「なだ万」が
経営するレストランで演奏されたのが始ま
りという。一般社団法人大阪活性化事業
実行委員会が、道頓堀を中心に「ジャズシ
ティ大阪」という取り組みを行っており、ラ
イブスポットとして、船場にある「Over

Seas」（安土町1丁目）も、紹介されている。
http://jazzclub-overseas.com/

map

南船場の音楽ホール
YOSHUホール

　南船場1丁目のビルの2階にある
「YOSHUホール」は、木の床、真っ白な漆

しっ

喰
くい
の壁に囲まれた、木の温もりと豊かな響

きが味わえるホール。椅子もゆったりした
幅広サイズで、推奨の座席数は60席。グ
ランドピアノを2台使用した、デュオやコン
チェルトなどのコンサートや発表会、また
個人のレッスンにも利用できる。ほかに
チェンバロも利用が可能。
　初代支配人は、指揮者・西本智実さん
の母親の西本ひろみさん。「表現者との密
接な距離感」「若手音楽家への支援」「新
たな出会いと交流」といった理念を引き継
ぐと同時に、2022年からは「一般社団法
人日本総合芸術科学アカデミー（J‐
CASA）」として、音楽実験の試み（公開・非
公開あり）もサロン空間で行なっている。
西本智実さんが講師の講座も人気。
http://www.yoshuhall.sakura.ne.jp/

map
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「浪花教会」では
オルガンコンサートが再開される
　「日本基督教団  浪花教会」（高麗橋2

丁目）の３階にドイツ製のパイプオルガン
が設置されており、毎週の礼拝には、この
オルガンを使用して礼拝が行われている。
パイプオルガンは2002年10月に建造。
また、礼拝堂には明治21（1888）年アメ
リカ製のリードオルガンがある。1964年
にオランダ製のパイプオルガンが購入さ
れるまで使用されていた。1998年に修
復。毎月第一木曜の正午礼拝と、毎週日
曜10時半からの主日礼拝は、初めての人
も出席可能。2024年1月12日（金）はオ
ルガンコンサート（第一金曜の正午礼拝
時）が再開される予定。
https://www.naniwachurch.com/

map

日本テレマン協会
【第538回マンスリーコンサート】
2023年12月8日（金）18:30～
会場：大阪倶楽部4階ホール
曲目：J.S.バッハ「ゴルトベルク変奏曲」
出演：チェンバロ 高田泰治
料金：（自由席）一般 3,000円
map

【〈創立60周年事業〉
日本テレマン協会第302回定期演奏会】
2024年1月18日（木）18:30～
会場：大阪市中央公会堂3階中集会室
曲目：F.メンデルスゾーン序曲「フィンガル
の洞窟」／バイオリン協奏曲 ホ短調／
交響曲 第3番「スコットランド」
出演：指揮 延原武春／バイオリン 浅井
咲乃／テレマン室内オーケストラ
料金：（自由席）一般 5,000円
map

メール予約：yoyaku@cafe-telemann.

com

「お名前（ヨミガナ）・チケット枚数・ご住
所・電話番号」を明記のこと。
日本テレマン協会　06-6345-1046（平
日10時～18時）
http://www.cafe-telemann.com/

大塚善章コンサート
【大塚善章 QuintetHardBopJazzLIVE】
2024年2月11日（日・祝）14:00～
会場：大阪証券取引所ビル アトリウム 

料金：無料
問合せ：adoremusiquesenba@gmail.

com

map 

【大塚善章 音楽生活70周年・卒寿記念
リサイタル】
2024年11月24日（日）15:00～（予定）
会場：エルセラーンホール
　　 （北区堂島1丁目）
料金：全席指定5,000円（予定）
詳細が決まり次第、公式HPに掲載
http://zenshow.jp/

本願寺津村別院〈北御堂〉では
毎月「北御堂相愛コンサート」が
開かれる
　毎月最終木曜日（月により変動あり）の
お昼に、本願寺津村別院〈北御堂〉（本町
4丁目）の本堂では、相愛大学在学生・卒
業生によるクラシックコンサートが開かれ
ている。
2023年11月30日（木）／12月21日（木）
2024年1月25日（木）／2月29日（木）／
3月28日（木）
時間はいずれも12:25～12:45

入場無料
問合せ：06-6261-6796（津村別院）
map

※掲載情報は2023年10月25日時点のもので
す。都合により変更される場合がありますので、
ご了承ください。



大阪船場ロータリークラブは船場のまちづくりを応援しています

tel. 06-6244-1008   
e-mail. semba@cocoa.ocn.ne.jp

大阪船場ロータリークラブ
The Rotary Club of Osaka Semba

創立35周年記念写真
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6万円～
8万円～

定番人気はチキン南蛮と夜の石焼きカレー。
道修町で60余年、「おおきに」の心を受け継いで
豊富なメニューをリーズナブルにご提供。
船場の歴史資料を展示したり催しもしております。

船場ガイドブック2023に協賛いただきました
お店と企業です。
※広告に記載している休業日・営業時間などは
　変更される可能性があります。

協賛広告
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NAK SEMBA CAFÉ@NAK SEMBA CAFÉ@
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　「まちの案内板」の設置を契機として、「地域連合振興町会」
「船場地区HOPEゾーン協議会」「船場げんきの会」が発起人
となり、2015年9月11日「船場倶楽部」が発足した。その後、一
つの組織に再編統合して、船場で活動する団体が一堂に会す
る現体制の「船場倶楽部」が2018年に誕生。2023年8月1日「一
般社団法人船場倶楽部」として法人化した。
　船場倶楽部では、船場の歴史・文化を引き継ぎながら、未来
に向けて人びとの暮らしやビジネス・文化を磨き、一層魅力ある
船場の姿を求めて、まちづくりを進めている。

会員： 正会員（地域連合振興町会、商店街、まちづくり団体、法人企業） 75名　
　　　賛助会員（法人、個人）65名　（2023年9月現在）

一般社団法人船場倶楽部 事務局
〒541-0044 大阪市中央区伏見町2丁目2-3 伏見ビル1階　
info@sembaclub.com　www.sembaclub.com

伏見ビル1階の船場倶楽部事務所

この船場ガイドブック2023の制作にあたり
集英地域活動協議会が大阪市中央区地域活動協議会補助金を
船場倶楽部が公益財団法人東教育財団の地域文化事業助成を受けています

船場ナビ  船場の情報をまとめて発信する「船場ナビ」
イベント情報や日常風景をウェブ・SNSで発信
まち歩きで使えるGPSイラストマップも公開中
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